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■日常生活圏の中心都市へのアクセス向上 

 
【現状・課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整備効果】 

 

 

 

 

 

・新居浜バイパスの全線開通により、新居浜市～西条市間の所要時間が約１６分短縮し、両

都市間のアクセス向上が見込まれるとともに、通勤・通学をはじめとする日常生活におけ

る地域間交流が活発になることが期待される。 

・新居浜市に常住する従業者・通学者のうち、西条市へ通勤・通学する人数は 4,044 人であ

る。また、西条市から新居浜市に通勤・通学する人数は 5,420 人であり、全体で 9,000 人

を超える人が通勤・通学目的で両都市間を往来している。 

・国道１１号は、このような地域間交流を支える幹線道路であるが、日中を通して混雑して

おり、円滑な移動の確保が課題となっている。 

新居浜市の中心部への所要時間が短縮 

46分

50分

0 10 20 30 40 50 60

整備なし

整備あり
24分

40分

0 10 20 30 40 50 60

整備なし

整備あり

●新居浜市と周辺市との通勤通学流動 

4分短縮

新居浜市役所～四国中央市役所 

16分短縮 

新居浜市役所～西条市役所 

西条市 

四国中央市 

新居浜市

●新居浜市から隣接市までの所要時間 

資料) 通勤通学流動：国勢調査(H17)

「整備なし」は H17 年度道路交通センサス、「整備あり」

はH17年度道路交通センサスに基づく平成42年将来交

通量推計結果を基に試算した値である 

68.6%

60.8%

64.2%

52.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛媛県計

新居浜・
西条圏

新居浜市

西条市

自家用車 自転車 徒歩だけ バス 鉄道・電車 その他

 

・国道１１号は、朝夕の通勤時間帯だけでなく、日中を通していつも混雑しており、大型車のトレーラーなど
も走っているので速度も遅い。新居浜市の中心部から西条市に移動する場合、少し距離が遠くても、４車線
で、あまり混雑していない海側の県道を利用したほうが早く着くので、国道11号はあまり利用しない。 

※新居浜市内に居住する会社員へのヒアリング結果

新居浜市居住者の声 

新居浜市・西条市では通勤通学

の 60%以上が自家用車と県

平均を上回る自動車依存率 

2,334人/日

2,108人/日

5,420人/日

4,044人/日

2,233人/日 

2,884人/日 

209人/日 

222人/日 
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■感度分析（３便益） 

 

○全事業 

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

交通量 
17,300～ 

29,500 台/日 
±１０％ 1.3～1.5 

事業費 279 億円 ±１０％ 1.3～1.4 

事業期間 17 年 ±１０％ 1.3～1.5 

※事業費は単純価値の値 

※上記の交通量は、現況＋事業化済み箇所を考慮したネットワークによるもの。 

 

 

 

○残事業 

変動要因 基準値 変動ケース 費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

交通量 
17,300～ 

29,500 台/日 
±１０％ 2.4～3.1 

事業費 279 億円 ±１０％ 2.5～3.1 

事業期間 17 年 ±１０％ 2.5～2.9 

※事業費は単純価値の値 

※上記の交通量は、現況＋事業化済み箇所を考慮したネットワークによるもの。 
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